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Ⅰ　概要

遺 跡 名…淀城跡

調 査 地…京都市伏見区淀池上町

調査期間…2003年11月13日～2004年1月16日（予定）

調査面積…東区／約250㎡、西区／約140㎡

調査主体…㈶京都市埋蔵文化財研究所

Ⅱ　淀城と調査地点のあらまし

桂川、宇治川、木津川が合流する淀は、古くから交通の要所として重要な場所でした。

西日本から淀川の水運によって平安京に運び込まれる様々な物資は、「与渡津」（淀の港

の意／現在の納所・水垂付近）で陸揚げされるのが通例であったようです。中世には川

の中島（現在の京阪淀駅周辺）に「魚市」が存在し、都に運び込まれる海産物や塩の販

売を掌握していました。また、戦国時代には戦闘の拠点として「淀城」がたびたび史料

に登場しますが、これは現在の納所付近に存在したようです。

現在京阪淀駅の北西に隣接して石垣と堀が残る淀城は、廃城になった伏見城にかわる

新たな京都護衛の城として元和９年（1 6 2 3）から寛永２年（1 6 2 5）にかけて徳川幕府に

より築かれたものです。最初の城主は松平定綱でした。寛永1 0年（1 6 3 3）には新たな城

主である永井尚政が入城します。この永井藩政時代に木津川流路の移動による城下町の

拡張と屋敷の造成が行われました。次いで、寛文９年（1 6 6 9）には石川憲之、宝永８年

（1 7 1 1）には戸田光熈、享保２年（1 7 1 7）には松平乗邑と相次いで城主がかわりました。

しかし、享保８年（1 7 2 3）に稲葉正知が城主となった後は、幕末まで稲葉家が城主をつ

とめました。歴代城主はいずれも譜代大名ですが、慶応４年（1 8 6 8）の鳥羽・伏見の戦

いでは、敗走する幕府軍を入城させず、官軍側につきました。このときの戦火で淀の城

下町が焼亡しています。

調査地点は、淀城の「東曲輪」内にあたり、現在中央競馬会淀寮となっている長方形

の敷地の一角です。東曲輪には、江戸時代を通じて上級武士の住居が存在したようです。

この長方形の敷地は淀城を描いた江戸時代の各種の絵図に描かれており、淀城期の地割

りを踏襲するものと思われます。現状では周囲より一段高い場所となっています。長方

形敷地の北側と東側は外堀跡で、調査区の北端は堀の南肩部分にあたります。
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Ⅲ　これまでの調査成果

昭和期まで遺存した淀城の外堀の痕跡を見つけました。しかし、外堀の南肩部は現代

の石垣がかなり深くまで及んでいて、江戸時代の石垣を見つけることができていません。

堀跡の南側で東西方向の長大な建物跡の一部を検出しました。建物跡は土蔵跡で、土

蔵の厚い土壁を支える溝状の基礎跡と、棟を支える礎石跡を検出しています。土壁の基

礎跡は幅約１ｍ、深さ１m以上の溝の中に長軸1 0～5 0㎝の石を詰め込んだもので、長さ

3 7ｍ分を検出しています。西の調査区で南に曲がるコーナー部分を検出しています。こ

の溝状の基礎は２箇所で外壁に直角に取付く部分があり、建物内部が土壁でいくつかの

空間に仕切られていたこともわかりました。礎石は石自体が残るものはありませんが、

根固めの礫が入った据え付け穴を検出しています。穴の中央には礎石の沈下を防止する

ため大きな石が据えられています。礎石跡は８間、3 2ｍ分を検出しています。柱間は約

４ｍあります。礎石跡の列と土壁の基礎は東西方向に平行して延び、この柱間も約４m

になっています。全体の規模を復元すると長さ4 0 m以上、幅約８mの東西に細長い建物

と考えています。このような規模と構造を有する建物は、一般的に「米蔵」と考えられ

ています。この建物は、淀城を描いた江戸時代の各種の絵図に描かれています。特に、

『朝鮮人来聘記』〔付図〕や『山州淀城府内之図』（1 7 5 0）には「米蔵」、「米クラ」と記

されています。また、淀城と城下町の様子を詳細に記録した「淀古今眞佐子」（1 7 5 3～

1 7 6 2頃）にもこの米蔵のことが記録されています。この建物の時代は今のところはっき

りしませんが、1 7世紀代の絵図に記されていることや地層の状況からみて、淀築城時か

それから間もない江戸時代の前半代に作られたものと考えています。また、江戸時代の

各時代の絵図に記載があることから、江戸時代を通じて存在したものと思われます。

建物下の地盤は、軟弱な粗い砂の層です。軟弱な地層の上に重厚な建物を建てるため

に、入念な基礎工事がなされているようです。一方、建物北側の堀に近い部分では、幅

３～５mで泥や粘土質の土で整地がなされています。この部分は土手状の盛土となって

おり、建物下の砂層はこの土手より南側に人為的に運び込まれたものであることがわか

りました。城を作る際に、まず曲輪や屋敷地の縁辺部に粘土質のしっかりとした土で土

手を築き、その後内側に河原の砂を充填して造成工事を行っているようです。土蔵の手

の込んだ基礎工事と特殊な造成技法は、川の中島の不安定な地盤の上に築かれた淀城の

築造技術を知るうえで大変興味深い資料といえるでしょう。

なお、厚さ１m以上ある淀城築城期の泥と砂の整地層の下には暗褐色～暗灰色の地層

の存在が確認されています。この地層からは1 4世紀前半の土器が出土しています。これ

は、淀の中島に中世の人々が暮らした明確な証拠となりました。淀城跡の下層には「淀

の魚市」などの中世淀の遺跡が良好に残っている可能性が高くなってきました。
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調査区位置図（１：2,500）

淀・淀城関連年表
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遺構平面図（１：200）
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西調査区全景（北西から）

東調査区全景（南東から）
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